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図 1 は前の講演で紹介した新原理に基づ

く我々の評価装置の写真である．図では，評

価対象のシリコンウェーハを屈折観測用の

赤外レーザビームが透過し，透過点の直下に

キャリア生成用の YAG レーザビームが当た

っている様子を描いてある．前の講演概要で

用いた図の x軸が，本図 1の z軸に対応する．

図 1の状態から，YAGレーザの照射点を徐々

に上方（z 軸のプラス方向）に移動させる．

このとき，YAG レーザで励起・生成された

フリーキャリアの分布の裾を赤外レーザが

透過する状態になると赤外ビームの下方屈

折が始まる．更に上方に移動させて，YAG

の照射点が赤外ビームのそれと一致する辺

りでは，屈折角は急激にゼロに戻る．YAG

レーザの照射点を更に上方に移動させると，

赤外ビームは急激な上方屈折を示し，その後

は，ビーム間の距離の隔たりに伴い，屈折角

は緩やかにゼロに回帰する．この様子を観測

した結果が図２である．この屈折角曲線(z) 

を積分することによって求めたフリーキャ

リアの数密度分布が図３である．図の原点が

YAG のビーム中心に対応する．キャリアの

拡散は大よそ半径 500 mまで達しているこ

とがわかる．理論より，この分布曲線はゼロ

次の第二種変形ベッセル関数で表され，その

曲線解析から拡散長と寿命の数値を得る．  

 

図 1 . 新原理に基づくバルクキャリア寿命評価装置． 
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